冬の 長い 国の ことで、 物 蔭に はま だ 雪が 残って 居リ、 

むら はづれ せリ ひとつ あ を 

村 端の 溝に 芹の 葉 一片 青んで はゐ ない が、 晴れた空 

ゆきげ ぬかるみ 

は そこと なく 霞んで、 雪 消の 路の 泥濘の 処々 乾き か、 

つた 上 を、 春めいた 風が 薄ら 温かく 吹いて ゐた。 それ 

は 明治 四十 年 四月 一 日の ことであった。 

新 学年 始業式の 日な ので、 S 村 尋常 高等 小学校の 代 

用 教員、 千 早 健 は、 平生より 少し 早目に 出勤した。 

チヨ 才ク 

白墨の 粉に 汚れた 木綿の 紋 付に、 裾の 擦 切れた 長目の 

袴 を 穿いて、 クリ くした 三分 刈の 頭に 帽子 も 冠らず 

力 も すら リ 

—— 渠は 帽子 も 有って ゐ なかった。 —— 亭乎 とした 体 

ま つす ぐ 

を 真直に して 玄関から 上って 行く と、 早出の 生徒 は、 



員 四 人 分の 卓 や 椅子、 書類 入の 戸棚な ど を 並べて、 さ 

らで だに 狭くな つて ゐる室 は、 其 等の 人数に 埋められ 

みじろ 

て、 身 動ぎ も 出来ぬ 程で ある。 これ も 今 来た 許りと 見 

える 女 教師の 並木 孝子 は、 一 人で 其 人数 を 引受けて 少 

まご つ ふう いそ 

し 周章 いたと いふ 態で、 腰 も 掛けずに 何やら 急がし く 

卓の 上で 帳簿 を 繰って ゐた。 

そして、 健が 入って 来たの を 見る と、 

『あ、 先生！』 

と 言って、 ホッと 安心した 様な 顔 をした。 

百姓 達 は、 床板に 膝 を 突いて、 交 るん \ 先 を 争 ふ 様 

に 健に 挨拶した。 



た 害 だって 言 ひます し …… 』 と 孝子 はまた 初めから 帳 

簿を 繰って、 『通知 書 を 持って来ない もんです から、 

薩張 分りません の。』 

を かし ほんと 

『可怪 いな ァ。 婆さん、 役場から 真箇に 通知 書が 行つ 

たの かい？ 子供 を 学校に 出せと いふ 書付が？』 

『ハイ。 来る にァ 来ました ども、 弟の 方の な 許りで、 

此児 (と 顎で 指して、) のな は 今年 ァ 来ませんで なす。 

それで ハァ、 持って来な ごあん さす。』 

『今年 は 来ない？ 何 だ、 それ ぢゃ其 児 は 九 歳 か、 

十 歳 か だな？』 

ここのつ つぎ 

『九 歳。』 と、 その 松 三郎が 自分で 答へ た。 膝に 補 布 を 



当てた 股引 を 穿いて、 ポロ/ \ の 布の 無 尻 を 何枚 

もく 着膨れた、 見る から 腕白ら しい 児であった。 

『九 歳なら 去年の 学齢 だ。 無い 害です よ、 それ は 今年 

だけの 名簿です から。』 

『去年です か。 私 は 又、 其 点に 気が付かなかった も 

わるげ 

ん ですから …… 』 と、 孝子 は 少し きまり悪 気にして、 

其 児の 名 を 別の 帳簿に 書 入れる。 

また 

『それ ぢゃ何 だね、』 と、 健 は 再 老女の 方 を 向いた。 

これ やっつ 

『此 児の 弟と いふの が、 今年 八 歳に なつたん だら う。』 

『ハイ。』 

『何故 それ は 伴れ て 来な いんだ？』 



『ハイ ぢ やない。 此児は 去年から 出さな けれ ァ ならな 

そんな -ゃぅ ^'けな 

いの を、 今年まで 延 したんだ らう。 其 麼風ぢ や 不可い、 

兄弟 一緒に 寄越す さ。 遅く 入学 さして 置いて、 卒業 も 

しないう ちから、 子守 をさせる の 何のって 下げて 了 ふ。 

そんな ふう 

其麼風 だから、 此 辺の 者 は 徴兵に 採られても、 大抵 上 

等 兵に も 成らずに 帰 つ て 来る。 』 

『ハイ。』 

『親が 悪 いんだよ。』 

どっち 

『ハイ。 そで ごあんす どもな す、 先生 様、 兄弟 何方も 

を かし 

一年生 だら、 可 笑 ごあんす ベアす か？』 



兎に角 弟の 方 も 今年から 寄越す さ。 明日と 明後日 は 休 

みで、 四日から 授業が 始まる。 その 時此 児と 一緒に。』 

『ハイ。』 

まレ. L こ 1 つ 

『 真箇 だ よ 。 寄越さ なかったら 俺が 迎 ひに 行く ぞ 。 』 

さう 言 ひながら 立ち上って、 健 は 孝子の 隣の 卓に 行 

つた。 

『お 手伝 ひし ませう。』 

どうぞ 

『済みません けれども、 それで は 何卒。』 

『ァ もう 八 時になります ね。』 と、 渠は 孝子の 頭の 上に 

掛 つて ゐる 時計 を 見上げた 目 を 移して、 障子 一重で 隔 

てた 宿直室 を、 顎で 指した。 『まだ 顔 を 出さな いんで 



す 力？』 

うな づ 

孝子 は 笑って 点頭いた。 

その 宿直室に は、 校長の 安藤が 家族 II 妻と 二人の 

あさめし したく やう やう 

小 供 —— と共に 住んで ゐる。 朝飯の 準備が 今漸々 出来 

ちゃぶ だ い 

たと ころと 見えて、 茶碗 や 皿 を 食卓 に 並べ る 音が 聞 

ぶし やう もの ぶつぶつ 

える。 無精 者の 細君 は 何やら 眩々 小 供 を 叱って ゐた。 

新入生の 一 人々々 を、 学齢児童 調書に 突 合して、 健 

は それ を 学籍簿に 記入し、 孝子 は 新しく 出席簿 を斿 

へる。 何 本 を 買 はねば ならぬ かと か、 石盤 は 石 石盤が 

可い か 紙 石盤が 可い かと か、 塗 板 も 有た せねば ならぬ 

かと か、 父兄 は 一人々々 同じ 様な 事 を 繰返して 訊く。 



など 、 言 ふ ことがある。 

『ハ。 忠ー さん は 日 増に 悪くなる 様です ね。 今日 も 権 

太と いふ 小 供が 新ら しく 買って 来た 墨 を、 自分の 机の 

中に 隠して 知らない 振して ゐ たんです よ。』 

あちら 

『コ ラ、 彼方へ 行け。』 と、 校長 は 聞き かねて 細君 を 叱 

る。 

『それ だってな す、 毎日 悪い 事 許りして 千 早 先生に 御 

迷惑 かける 様なん だ ハン テ、 よくお 聞き 申して 置いて、 

後で 私 もよ ッく吩 付けて 置く ベと 思って す。』 

けろ リ つく ©5 どな 

健 は 平然として 卓 隣り の 秋 野と いふ 老 教師と 話 を 

始める。 校長の 妻 は、 まだ 何 か 言 ひたげ にして、 上 吊 



一 同 帰しても 可い。 お前 も 帰れ。 それからな、 今 先生 

が 行く から 忠 一 だけ は 教室に 残って 居れと 言へ。』 

『ハイ。』 と、 生徒の 方 も 嬉し さう に莞爾 して、 活潑に 

一礼して 出て 行く。 健の 恁麼 訓導 方 は、 尋常 二 年に は 

き ？ U すぎ 

余りに 厳し 過る と 他の 教師 は 思って ゐた。 然し その為 

に 健の 受 持の 組 は、 他 級の 生徒から 羨まれる 程 規律が 

よく、 少し 物の 解った 高等科の 生徒な ど は、 何 彼に つ 

けて 尋常 一 一年に 笑 はれぬ 様に と 心 懸けて ゐる 程で あつ 

た。 

鱸て 健 は 二階の 教室に 上って 行く。 すると、 校長の 

こっそり つ 

妻は密 乎と 其 後を跟 けて 行って、 教室の 外から 我が 子 



生 を 教育に 献げ ようと は 思 はぬ まで も、 授業に も 読書 

にも まだ 相応に 興味 を 有って る 頃で はあり、 何処か 気 

性の 確固した、 判断力の 勝った 女な ので、 日頃 校長の 

無能が 女ながら も 歯痒い 位。 殊に も、 その 妻の だら し 

の 無い のが 見る も 厭で、 毎日 顔 を 合して ゐ ながら、 碌 

そつ ぼ 口 を 利かぬ こと さへ 珍しくない。 そして 孝子に 

は、 万事に 生々 とした 健の 烈しい 気性 —— その 気性の 

輝いて ゐる、 笑 ふ 時 は 十七 八の 少年の 様に 無邪気に、 

まじめ 

真摯な 時 は 二十 六 七に も、 もっと 上に も 見える 渠の 眼、 

(それ を 孝子 は、 写真版な どで 見た 奈勃 翁の 眼に ゆ た 

たまし ひ 

と 思って ゐ た。) —— その 眼が 此 学校の 精神で、 V も あ 



月給日が 来ても、 いつの 月で も 健に は、 同僚と 一緒に 

月給の 渡された ことがない。 四 人 分の 受領書 を 持って 

行った 校長が、 役場から 帰って来 ると、 孝子 は 大抵 

さつ ま 

紙幣と 銀貨 を 交ぜて 十二 円 渡される。 検定試験 上りの 

秋 野 は 十三 円で、 古い 師範 出の 校長 は 十八 円であった。 

A.J のどく さう ぞん V.J い 

そして、 校長 は 気 毒 相な 顔 をしながら、 健に は 存在な 

字で 書いた 一 枚の 前借 証 を 返して やる。 渠は 平然とし 

て それ を 受取って、 クル/ \ と 円め て 火鉢に 燻べ る。 

淡い 焰が メラ/^ と 立つ かと 見る と、 直ぐ 消えて 了 ふ。 

ち ひさ 

と、 渠は不 揃な 火箸 を 取って、 白くな つて 小く 残って 

ゐる其 灰 を 突く。 突いて、 突いて、 そして 上げた 顔 は 



ら 言ったら、 先生 は 乱暴よ、 随分 乱暴よ。 今の 時間 は 

生徒と 睨め ッ クラ をして、 敗け た 奴 を 立た せる ことに 

して 遊びました よな ど ゝ 言 ふ 時が あります。 (遊び ま 

した) とい ふの は噓 で、 先生 は 其麼事 をして、 生徒の 

あつめ 

心 を 散る の を 御 自分の 一身に 集る のです。 さう して 

とり たま 

から 授業に 取かゝ るので す。 偶に 先生が 欠勤で もす る 

と、 私が 掛 持で 尋常 二 年に 出ます の。 生徒 は 決して 私 

ばかりでなく、 誰の いふ こと も、 聞きません。 先生の 

組の 生徒 は、 先生の いふ ことで なければ 聞きません。 

私 は其麼 時、 「千 早 先生 はさう 騒いでも^ いと 教 へま 

した か？」 と 言 ひます。 すると、 直ぐ 静粛に なって 了 



ひます。 先生 は 又、 教案 を 作りません。 その 事で 何日 

ま は 

だった か、 巡って 来た 郡 視学と 二 時間 許り 議論 をした 

のよ。 その 時の 面白かった こと？ 結局 視学の 方が 敗 

ごまく わ 

けて 胡麻 化して 了った の。 

『先生 は 尋常 二 年の 修身と 体操 を 校長に やらして、 そ 

の 代り 高等科 (校長の 受持) の 綴 方と 歴史地理に 出 ま 

す。 今度 は 千 早 先生の 時間 だとい ふ 時 は、 鐘が 鳴って 

控 所に 生徒の 列んだ 時、 その 高等科の 生徒の 顔色で 分 

リ ま 

うまれ つき 

『尋常 二 年に 由 松と いふ 児が あります。 それ は 生来 

ななつ マッチ もて あ 

の 低 脳 者で、 七 歳になる 時に 燐寸を 弄 そんで、 自分の 



うち 

家に 火 をつ けて、 ドンく 燃え 出す の を 手 を 打って 喜 

んでゐ たとい ふ 児です が、 先生 は 御 自分の 一 心で 是非 

あた リま へ 

由 松 を 普通の 小 供に すると 言って、 暇 さへ あれば そ 

の 由 松 を 膝の 間に 坐ら せて、 (先生 は 腰かけて、) 上 か 

ら眤と 見下しながら、 肩に 手 を かけて 色々 な こと を 言 

つて 聞かせて ゐ ます。 その 時 だけ は 由 松 も 大人しく し 

きっと 

てゐ て、 終 ひに は 屹度 メソ /\ 泣 出して 了 ひます の。 

時として 先生 は、 然うして ゐて 十分 も 二十 分 も 黙って 

由 松の 顔 を 見て ゐる ことがあります。 二三 日 前でした、 

つぶ うしろ 

由 松 は 先生と 然うして ゐて、 突然 眼 を 瞑って 背後に 倒 

れ ました。 先生 は 静かに 由 松 を 抱いて 小 使 室へ 行って、 



とがあります の。 それ は 先生 は、 無論 一生 を 教育 事業 

に献げ るお 積リ ではなく、 お 家の 事情で 当分 あ、 して 

居られる のでせ うが、 私 は 恁麼人 を 長く 教育界に 留め 

て 置かぬ のが、 何より 残念な 事と 思 ひます。 先生 は 何 

か 人の 知らぬ 大きな 事を考 へて 居られる 様です が、 私 

共に は 分りません。 然し そのお 話 を 聴いて ゐ ると、 

常々 私共の 行きたい/ \ と 思って る 処 —— 何処 です か 

知りません が —— へ 段々 連れて行かれる 様な 気がし ま 

す。 そして 先生 は、 自分 は 教育界 獅子身中の虫 だと 言 

つて 居られる の。 又、 今の 社会 を 改造す るに は 先づ小 

学 教育 を 破壊し なければ いけない、 自分に 若し 二つ 体 



い、 美しい (但し 色 は 少し 黒い けれど、) 親切な 方です。 

…：- 』 

と 書いた もの だ。 実際 それ は 孝子の 思って ゐる 通りで、 

この 若い 女 教師から 見る と、 健が 月末の 出席 歩合の 調 

ベ を 怠ける のさへ、 コセ くした 他の 教師 共よ リ 偉い 

様に 見えた。 

が、 流石 は 女心で、 例へば 健が 郡 視学な どと 揶揄 半 

分に 議論 をす る 時と か、 父の 目の前で 手厳しく 忠 一 を 

叱る 時な ど は、 傍で 見る目 も ハラ/^ して、 顔 を 挙げ 

得なかった。 

今 も、 健が 声高に 忠ーを 叱った ので、 宿直室の 話 声 



が磘と 止んだ。 孝子 は耳敏 くも それ を 聞 付けて 忠 一 が 

あとし ざ 

後退り に 出て 行く と、 

『マ ァ、 先生 は！』 

ここ す ぼ 

と 低声に 言って、 口 を 窄めて 微笑みながら 健の 顔 を 見 

た。 

かろ まろ 

『ハ ヽヽ ヽ。』 と、 渠は 軽く 笑った。 そして、 眼 を 円く 

して 直ぐ 前に 立って ゐる 新入生の 一 人に、 

『矛い か。 お前 も 学校に 入る と、 不断 先生の 断りな し 

に 入って は 不可い とい ふ処へ 入れば、 今の 人の 様に 叱 

られ るんだ ぞ。』 

やけど 

『 ハ。』 と 言って、 其 児 は ピョコ リと頭 を 下げた。 火 K 



しのび わら さゾ なみ 

と 秋 野が 制した。 潜 笑 ひの 声 は 漣 の 様に 伝 はった。 

ひそめき まじ 

そして 新しい 密語が 其に 交った。 

それ は 恰度 今の 並木 孝子の 前の 女 教師が 他村へ 転任 

した 時 —— 去年の 十月であった。 —— 安藤 は 告別の 

辞 の 中で ニニ 年 一 万 九 百日」 と 誤って 言った。 その 女 

教師 は 三年の 間 この 学校に ゐ たったの だ。 それ以来 

としかさ 

年長の 生徒 は 何時も この 事 を 言って は、 校長 を 軽蔑す 

る 種に して ゐる。 恰度 この 時、 健 も その 事 を 思 出して 

ゐ たので、 も 少しで 渠も笑 ひ を 洩らす ところであった _ 

ひそめき だんだん 

密語の 声 は漸々 高まった。 中には 声に 出して 何やら 

笑 ふの も ある。 と、 孝子 は 草 覆の 音 を 忍ばせて 睫の 



傍 に 寄って 来た。 

『先生が 前の 方へ，， 被 入 ると 宜ぅ ござんす。』 

『然 うです ね。』 と渠も 囁いた。 

そして 静かに 前の 方へ 出て、 階段の 最も 低い 段の 端 

ひつ そリ 

の 方へ 立った。 場内 はまた 水 を 打った 様に※ 乎 〔# 「門 

< 嗅の つくり」、 323- 上 とした。 

あらゆる くどくど 

不図 渠は、 諸 有 生徒の 目が、 諄々 と 何やら 話し 続け 

てゐる 校長 を 見て ゐ るので なく、 渠 自身に 注がれて ゐ 

るのに 気が付いた。 例の 事ながら、 何とな き 満足が 

こころ くち ほほ ゑ 

渠の情 を 唆 かした。 そして、 幽かに 唇 を 歪めて 微笑 

んで 見た。 其処に も 此処に も、 幽かに 微笑んだ 生徒の 



と 孝子 は 呼んだ。 

『 ハ。』 

みんな 

『今日の 新入生 は 合計で 四十 八 名で ございます。 その 

をと とし 

内、 七 名 は 去年の 学齢で、 一昨年 ン のが 三 名 ございま 

すから、 今年の 学齢で 来たの は 三十 八 名し か ありませ 

ん。』 

『然 うで ごあんす か。 総体で 何 名で ごあんしたら 

う？』 

『 四十 八 名で ござ います。』 

『ズロ、 本年度の 学齢児童 数 は？』 

『それ は 七十 一 一名と いふ 通知で > ざいます、 役場から 



『 一 学年 は 並木さん の受持 だが、 御意 見 は 奈何です？』 

然ぅ言 ふ 健の 顔に、 孝子 は 一 寸 薄目 を 与れて、 

『それ ァ 私の 方 は …… 』 

と 言 出した 時、 入口の 障子が ガラリ と 開いて、 浅黄が ゝ 

つた 縞の 古 袷に、 羽織 も 着ず、 足袋 も 穿かぬ 小 造りの 

男が、 セカ くと 入って 来た。 

り， R し.. R は 

『や あ、 誰かと 思った ば 東 川さん か。』 と、 秋 野 は 言 

つた。 

『其麼 に 喫驚す る 事 はねえ さ。』 

然ぅ言 ひながら 東 川 は、 型の 古い 黒の 中 折 を 書類 入 

の 戸棚の 上に 載せて、 



おしつ ものい ひ 

よく ッケ/ \ と 人 を 圧迫け る 様な 物言 をす る 癖が あ 

ともだち 

つて、 多少の 学識 も あり、 村で 健が 友人 扱 ひ をす るの 

は此 男の 外に 無かった。 若い 時 は 青雲の 夢を見た もの 

を り 

で、 機会 あらば 宰相の 位に も 上らう とい ふ 野心家で あ 

つたが、 財産の なくなる と共に 徒らに 村の 物 笑 ひに 

なった。 今では 村会 議員に 学務 委員 を 兼ねて ゐる。 

『出しました よ。』 と、 健 は 平然として 答へ た。 

ほんと 

『真箇す か？』 と 東 川 は 力を入れる。 

『八 ヽヽ ヽ。』 

どんな 

『だ ハン テ 若い 人 は 困る。 人が 甚麼に 心配して るか も 

知らないで、 気ば かり 早くて さ。』 



ことば 

戻して 貰へ、 とい ふ、 その 「貰へ」 とい ふ 語が 

ほこ リ きっぱり 

驕持 心の 強い 健の 耳に 鋭く 響いた。 そして、 適確した 

調子で 言った。 

『出来ません、 其麼事 は。』 

『それ だ ハン テ 困る。』 

『御 好意 は 充分 有難く 思 ひます けれど、 為 方が ありま 

せん、 出して 了った 後です から。』 

秋 野 も 校長 も 孝子 も、 鳴 を 潜めて 二人の 話 を 聞いて 

ゐた。 

『出した と 言った ところです、 それが 未だ 学校の 中に 

あるの だば、 謂 は y 未だ 内輪 だけの 事で ァ ねえす か？』 



りして 置いた 訳で ごあんす。 何しろ 思 懸けない ことで 

ごあんして なす。 ハ。』 

あざわら 

「その 書式 を教 へたの は 誰 だ？」 と 健 は 心の中で 嘲笑 

つた。 

『然 うす か、 解職 願お 出し ェん したの すか？ 俺ァ少 

しも 知らな ごあんした ォ なす。』 と、 秋 野 は 初めて 知つ 

たと 言 ふ 態に 言った。 『千 早 先生 も 又、 甚麼御 事情 だ 

かも 知れね えど も、 今 急 にお 罷めァ ねえく とも 宜 う. 一 J 

あんす ベ ァ すか？』 

『安藤 先生、』 と 東 川 は 呼んだ。 『そせば 先生 も、 その 

辞表 を 一 旦 お戻し やる 積り だった の だな す？』 



『ハ、 然 うで ごあんす。 何れ 後刻で お話しようと 思つ 

て、 受取った 訳で ァ ごあん せん、 一 寸ぉ預 りして 置い 

ただけ で ごあんす。』 

『お戻し やれ、 そだら。』 と、 東 川 は 命令す る 様な 調子 

で 言った。 『お戻し やれ、 お聞き やった 様な 訳で、 今 そ 

れを 出されで ァ 困り あんす でば。』 

『ハ。 奈何せ 私 も然ぅ 思って だので ごあんす ァ ハン テ、 

お戻しす あんす。』 と、 顔 を 曇らして 言って、 頰を 凹ま 

せて ヂゥ /\ する 煙管 を 強く 吸った。 戻す も 具合 悪く、 

やうす 

戻さぬ も 具合 悪い といった 態度で ある。 

瞎は横 を 向いて、 煙草の 煙 を フゥと 長く 吹いた。 



た。 そして 言った。 

『それで は、 直接 郡役所 へ 送って やって も宜 う， 1 J ざ い 

ます か？』 

『これ はしたり！』 

『先生。』 『先生。』 と、 秋 野と 東 川が 同時に 言った。 そ 

して 東 川 は 続けた。 

『然 うは 言 ふもんで ァ ない。 今日は 俺の 顔を立て、 呉 

れても 可いで ァ ねえす か？』 

『です けれど …… それ ァ 安藤 先生の 方で、 ぉ考へ 次第 

進 達する のを延 さう と延 すまいと、 それ は 私に は 奈何 

も 出来ない 事です けれど、 私の方では 前々 から 決めて 



また 

『安藤 先生。』 と、 東 川 は 再 喰って 掛る 様に 呼んだ。 『先 

生 もまた、 も 少し 何とか 言 方が 有り さうな もんで ァね 

まるで 

えす か？ 今の 様で ァ、 宛然 俺に 言 はれた 許りで 返す 

様で ァ ねえす か？ 先生に は、 千 早 先生が 何れ だけ こ 

の 学校に 要の ある 人 だか 解ら ねえす か？』 

『ハ ？』 と、 安藤 は 目 を 怖々 さして 東 川 を 見た。 意気 

はたらき 

地な しの、 能力の 無い 其 顔に は、 あり/ \ と 当惑の 色 

が 現れて ゐる。 

さ す も あらそ 

と、 健 は、 然うして 擦った揉んだと 果 しなく 諍 つて 

るの が、 —— 校長の 困り切つ てるのが、 何だか 面白く 

また 

なって 来た。 そして、 ッと 立って、 解職 願 を 再校 長の 



『出過ぎた 様で ございます けれども …… ァノ、 それ は 

私が ぉ預り 致し ませう。 …… 千 早 先生 も 一 旦 お出しに 

なった のです から、 お 厭で せう し、 それで は 安藤 先生 

もお 困りで せう し、 お 役場に は 又、 御 事情が お有りな 

はづ あっけ 

のです から …… 』 と、 心 持 息 を 逸 ませて、 呆気に とら 

れてゐ る 四 人の 顔 を 急し く 見 巡した。 そして、 膨リ 

と 肥った 手で 静かに その 解職 願 を 校長の 卓から 取り 上 

げた。 

『ぉ預 りして も宜 敷う) J ざい ませう か？ 出過ぎ た 様 

でございます けれど。』 

『ハ？ ハ。 それ ァ问で ごあんす …… 』 と 言って、 安 



そして、 急に 調子 を 変へ て、 

『時に、 安藤 先生。 今日の 新入 学者 は 何人 位 ごあんす 

か？』 

まごつ 

『ハ 9 え、 と …… え、 と、』 と、 校長 は 周章いて 了 

あ つ 

つて、 無理に 思 出す とい ふ 様に 眉を萃 めた。 『四十 八 

名で ごあんす。 然 うで ごあんし たなす。 並木さん？』 

『 ハ。』 

『四十 八 名す か？ それで 例年に 比べて 多い 方す か、 

少ぃ 方す か？』 

話題 は 変って 了った。 



一 一度と 出して 見ようと もしなかった。 

何時の間にか、 渠は 自信と いふ もの を 失って ゐた。 

然し それ は、 渠 自身 も、 四周の 人 も 気が付かなかった。 

そして、 前夜、 短い 手紙で も 書く 様に、 何気なく ス 

ラスラと 解職 願 を 書きながら も、 学校 を罷 めて 奈何す 

ると いふ 決心はなかった の だ。 

健 は、 ，" 例 の 様に 亭乎 とした 体 を 少し 反身に、 確乎し 

た 歩調で 歩いて、 行き 合 ふ 児女 等の 会釈に 微笑みな が 

らも、 始終 思慮深い 眼 付 をして、 

「罷 めても 食へ ぬし、 罷 めなくても 食へ ぬ …… ご 

と、 その 事許リ 思って ゐた。 



こども おぶ 

垢 着いた 木綿物の 上に 女児 を 負って、 顔に かゝる ほつ 

ほ や みが 

れ毛を 気にしながら、 ランプの 火屋 を 研いて ゐた。 

きっと 

『今夜 は 客が ある ぞ、 屹度。』 

『誰 方？』 

それに は 答へ ないで、 

『あ、、 今日は 急 しかった。』 

と 言 ひながら、 健 は 勢 ひよく ドンく 梯子 を 上って 行 

つた。 

((その 一 、 終)) 

(予が 今までに 書いた もの は、 自分で も 忘れたい、 



人に も 忘れて 貰 ひたい、 そして、 予は 今、 予 にと 

つ ての 新ら しい 覚悟 を 以て - J の 長編 を 書き出して 

みた。 他日に なったら、 また、 この 作 を も 忘れた 

く、 忘れて 貰 ひたくなる 時が あるか も 知れぬ。 — 
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